
今日も元気に

忍ぶでござる
！

彦根と他都
市との友好

の輪

11月 11
日はいいの

すけの日

広報

11/1
2018

（平成30年）



彦根と

他都市との

友好の輪

　国宝・彦根城は、第13代彦根
藩主、井伊直弼公の二女・弥

や ち よ

千代
姫が高松城主・松平頼

よりとし

聡公に嫁入
りした縁から、高松城と全国でも
初めての姉妹城縁組みを行いま
した。観光イベントや少年野球な
どの交流で親善・友好の輪を広げ
ています。

　佐野市は江戸時代、彦根藩の
飛
と び ち

地で藩の領地でした。歴史的
にも深い関係があることから、
両市のつながりを再認識し、郷
土の発展に尽くした人々の遺徳
をしのぶとともに、親善都市の
提携を行いました。

　

彦
根
市
と
水
戸
市
の
親
善
都
市

提
携
は
、
明
治
１
０
０
年
に
あ
た

る
昭
和
43
年
、
幕
末
の
水
戸
に
ゆ

か
り
の
あ
る
松ま

つ
ば
ら
じ
ん
じ
ゃ
れ
い
た
い
さ
い

原
神
社
例
大
祭
の

た
め
敦
賀
を
訪
れ
た
木
村
傳で

ん
べ
え

兵
衛

水
戸
市
長（
当
時
）に
、矢
部
知ち

え

お
恵
夫

敦
賀
市
長
（
同
）
か
ら
「
明
治
１
０

０
年
を
機
会
に
、
桜
田
門
外
の
変

の
関
係
者
が
多
い
彦
根
、
水
戸
両

市
の
親
善
を
深
め
て
は
」
と
話
が

あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

同
年
10
月
29
日
の
井
伊
直な

お
す
け弼

公
の
誕
生
日
に
、
金
亀
児
童
公
園

の
井
伊
大
老
銅
像
前
の
広
場
で
、

両
市
の
「
親
善
奉
告
祭
」
が
行
わ

れ
、
両
市
長
が
固
い
握
手
を
交
わ

し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
親
善
都
市

提
携
に
至
っ
た
の
か

　彦根市は、国内外の 5 都市と提携を結
び、さまざまな交流を行っています。中で
も茨城県水戸市との親善都市提携は、今
年で 50 周年を迎えました。
　今回は、彦根市と水戸市との関係・交
流をはじめ、他の交流都市について紹介
します。
問い合わせ先　
　 総務課☎ 30-6100、FAX22-1398

　

親
善
都
市
提
携
の
翌
年
に
彦

根
市
か
ら
水
戸
市
へ
白
鳥
一
つ

が
い
を
寄
贈
し
、
そ
の
返
礼
と

し
て
水
戸
市
か
ら
昭
和
44
年
に

梅
の
苗
木
１
０
０
本
（
井
伊
大

老
銅
像
前
な
ど
に
植
樹
）、
同
47
年

に
二
季
咲
き
桜
３
本
（
金
亀
児

童
公
園
に
植
樹
）
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
同
49
年
に
は
、
再
び
白
鳥

一
つ
が
い
を
水
戸
市
へ
寄
贈
し
、

同
55
年
、
同
63
年
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
水
戸
市
か
ら
黒
鳥
が
一
つ

が
い
ず
つ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
両
市
の
親
善
を
取
り

持
っ
た
生
き
物
た
ち
は
、
代
を

受
け
継
い
で
、
現
在
も
な
お
彦

根
城
周
辺
を
賑に

ぎ

わ
せ
て
い
ま
す
。

親
善
を
取
り
持
つ

生
き
物
た
ち

栃木県佐野市
親善都市

香川県高松市
姉妹城都市

▶
敦
賀
市
長
の
仲
介
で
握
手
を
す
る
、
彦
根
市

　

長
（
左
）
と
水
戸
市
長
（
昭
和
43
年
当
時
）

湘潭市

高松市
水戸市

佐野市
彦根市

アナーバー市

交流都市について
紹介します

特集１
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　湖を縁に、滋賀県がミシガン州と
姉妹提携を結んだことを機に、大学
のあるまち、文化のまちなどの共通
点があることから、姉妹都市提携を
行いました。特に中学生の相互派遣
事業は、ホームステイや姉妹校への
登校など充実したプログラムで、国
際理解を深めることに役立っていま
す。来年50周年を迎えます。

　湖を縁に、滋賀県が湖南省と友
好提携を結んだことを機に、大学
のあるまち、歴史遺産に恵まれて
いることなどの共通点があること
から、友好都市提携を行いました。
使節団や中学生の相互派遣、卓球
を通した青少年のスポーツ交流な
どを続けています。

水
戸
市
民
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

納
豆

　

一
説
に
は
平
安
時
代
、

水
戸
に
滞
在
し
た
武
将
の

家
来
が
煮
豆
を
わ
ら
で
包

ん
で
お
い
た
と
こ
ろ
、
発

酵
し
て
偶
然
で
き
た
も
の

が
納
豆
の
発
祥
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
鉄
道
の
開
通

を
き
っ
か
け
に
土
産
物
と

し
て
全
国
的
に
有
名
に
な

り
ま
し
た
。

　水戸市は歴史的魅力
にあふれる街です。日
本遺産である偕楽園や
弘道館だけでなく、弘
道館の近くには水戸城
跡もあり、周辺を歩く
と歴史的な景観が楽し
めます。彦根市の皆さ
ん、ぜひ水戸にお越し
ください。

　

水
戸
藩
第
２
代
藩
主
。

「
水
戸
黄
門
」
の
名
で
現
在

で
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
編へ

ん
さ
ん纂

や
蝦え

ぞ

ち

夷
地
（
現

在
の
北
海
道
）
の
探
検
、水
道

の
設
置
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
い
、
藩
内
外
か

ら
名
君
と
仰
が
れ
ま
し
た
。

徳
川(

水
戸)

光み

つ

く

に圀
公

交流都市と彦根の

観光と物産展

　ふるさと自慢の品が彦根に勢
揃い。各都市のブースで実演・展
示販売が実施されます。その他、
観光展やフリーマーケット、地
場産業展なども同時開催。

アナーバー市 湘
しょうたん

潭市
中華人民共和国　湖南省アメリカ合衆国　ミシガン州

友好都市姉妹都市

日時　11 月 1 日㈭〜 4 日㈰
時間　10:00 〜 17:00
　　　（最終日は 16:00 まで）

場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）
　駐車場

2018 年  水戸の梅大使

横川　可
か

菜
な

恵
え

さん

　

旧
水
戸
藩
の
藩
校
で

あ
る
弘
道
館
は
、
日
本
最

大
規
模
の
藩
校
。
儒
学
だ

け
で
な
く
天
文
学
や
医

学
、
武
芸
な
ど
が
教
え
ら

れ
ま
し
た
。

水
戸
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

み
と
ち
ゃ
ん　

納
豆
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

か
ぶ
り
も
の
と
梅
の
髪
飾

り
を
つ
け
、
水
戸
黄
門

さ
ま
で
お
な
じ
み
の
衣
装
、

印い
ん
ろ
う籠
を
持
っ
て
い
る
な
ど
、

水
戸
市
の
特
徴
が
ぎ
ゅ
っ

と
詰
ま
っ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
す
。

親善都市

観光スポットに名物、ゆるキャラまで！

幕
末
の
総
合
大
学

弘
道
館

− 今年で親善都市提携 50 周年 −

茨城県水戸市の魅力を
紹介します
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梅
の
名
所
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
偕
楽

園
は
、
金
沢
の
兼け

ん
ろ
く
え
ん

六
園
、

岡
山
の
後こ

う
ら
く
え
ん

楽
園
と
並
び
、

日
本
三
名
園
の
一
つ
で

す
。
武
士
だ
け
で
な
く
、

「
領
民
と
偕と

も

に
楽
し
む

場
に
し
た
い
」
と
い
う

徳
川
斉な

り
あ
き昭
公
の
想
い
か

ら
、
偕
楽
園
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
三
名
園

偕か

い

ら

く

え

ん

楽
園
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　公式ホームページのほか、Twitter では思わ
ずクスッと笑ってしまう日々の忍びの様子や
最新情報を発信しています（下の QR コードから
アクセスできます）。

 いいのすけの情報を発信中！

　「誰なの？」という声もありそうなので、今回は彦根市キャラクター
のいいのすけを改めて紹介します。
問い合わせ先　 観光企画課☎ 30-6120、FAX24-9676

いいのすけは毎日何をしているの？

では、市民の皆さんに一言お願いします！

とんでもない！拙者にとって、ひこ
にゃん殿は憧れの存在でござるよ。

引き続き、彦根のために忍びなが
ら頑張るでござる！市民の皆さん
の応援をお願いするでござるよ！

拙
せっ

者
しゃ

、忍者でござるゆえ、日々彦根のまちや
お城の中で忍んでいるでござる。時々、市
外にお忍びで出かけることもあるでござる。

プロフィール

名前　いいのすけ
肩書　彦根市キャラクター
　　　（ひこにゃんと同じ！）

　　根に古くから「伊
い

賀
が

者
も の

」とし
て召し抱えらえた忍者の末

ま つ え い

裔。特
技は忍術。最近は、「縮

しゅく

身
し ん

の術（小
さくなる術）」や「ペラ分身の術（ペ
ラペラの体で分身する術）」を駆使して、
ひこにゃんの出陣に合わせてお忍
びで外出することもある。

　　プリ「彦根ほんもの歴史なぞ
とき」で初登場。彦根城の天

て ん

秤
び ん

櫓
やぐら

の下でひこにゃんと出会い、彦根
の歴史のなぞを解くため、案内人
として彦根散策を行う。

　　の井
い

桁
げた

は、井伊家に
仕える者の誇り。

　　裏
り

剣
けん

や忍術の腕前もな
かなかのもの。

Twitter

公式ホームページ

　　こにゃんのように瞬間移動とはい
かないが、音もたてずに素早く走る。ま
さに「忍び足」。

　　には、手裏剣はもち
ろん、いろいろな忍者の
道具を忍ばせている。

　　きなまん丸お目め
とキリッと眉毛で相手
の心の中まで見通す。

　　ぐせで跳ねているわ
けではない。こだわりの
頭
ずきん

巾のセッティング。

　　ょこんと飛び出たちょんまげで、
周囲の気配を敏感に察知する。

寝

大

ぴ

額

懐
ふところ

ひ手
し ゅ

　　和な世とは
いえ、忍者の末
裔なので、剣術
にも自信がある。

平

　　もそも忍者は
多くを語らない。
Twitter でつぶや
くことはあっても、
秘密をもらすこと
はない。

そ
彦

ア

いいのす
け特集

徹底解剖！

11 月 11 日は「いいのすけの日」

ちょこっとインタビュー

1   1

皆さんは「いいのすけ」を知っていますか？

11月 11日はいいのすけの日！

フォローしてほしいでござるよ〜

【＃いいのすけ祭り】Twitter でいいの
すけへのメッセージや写真に「＃いい
のすけ」をつけて投稿しよう！

【プチメディアジャック】今月号の広報ひこね、
彦根市ホームページなどをチェックしてね！
で
・

き
・

る
・

範
・

囲
・

で登場します。

やっぱり、ひこにゃんはライバルなの？

特集２

今月号の広報（表紙と４ページ以外）で 11 か所いいのすけが忍んでいます。見つけてみてね！

by　観光企画課職員

今回は、彦根市功労者表彰条例に基づき、次の８人の
皆さんを市功労者として、また、彦根市文化功績者表彰

規則に基づき、次の 4 人の皆さんを市文化功績者として
それぞれ表彰します。

さらに、彦根市表彰規程に基づき、市勢の振興と公
益の増進に大きく貢献された次の 11 人の皆さんに表
彰状を、2 団体に感謝状を贈ります。

表彰式は、11 月 25 日㈰に、彦根ビューホテル（松
原町）で行います。※掲載は順不同
問 い 合 わ せ 先　 総 務 課 ☎ 30-6100、FAX22-

1398（市功労者・一般表彰・感謝状）、 文化振興室☎
23-7810、FAX21-3080（市文化功績者）　

市功労者・市文化功績者などを表彰します

田澤　勝
かつ

男
お

さん

障
害
者
福
祉
の
増
進
に
貢
献

黒川　隆
りゅう

徳
とく

さん

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

圓
えん

城
じょう

　治
はる

男
お

さん

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

右
う

近
こん

　勝
まさる

さん

商
工
業
の
振
興
と
発
展
に
貢
献

藤田　敦
あつ

子
こ

さん

人
権
教
育
の
推
進
に
貢
献

力
ちから

石
いし

　寛
かん

治
じ

さん

田口　佳
よし

子
こ

さん

教
育
の
振
興
に
貢
献

華
道
の
指
導
・
普
及
に
貢
献

中山　道
みち

子
こ

さん

絵
画
の
指
導
・
普
及
に
貢
献

嶋
しま

貫
ぬき

　佑
ゆう

一
いち

さん

き
り
え
の
指
導
・
普
及
に
貢
献

川端　澄
すみ

代
よ

さん

一
いち

圓
えん

　億
やす

夫
お

さん

商
工
業
の
振
興
と
発
展
に
貢
献

音
楽
の
指
導
・
普
及
に
貢
献

北川　泰
やす

崇
たか

さん

彦
根
市
功
労
者

彦
根
市
文
化
功
績
者

彦根市功労者とは
市の公益の増進、文化の向上、その他市勢の振

興・発展に尽力され、その功労が顕著な人
彦根市文化功績者とは

市の芸術文化または郷土文化などの向上・発展
に関して、特に功績が顕著な人

一
般
表
彰

感
謝
状

︿
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
﹀

北
村　

幸ゆ
き

子こ

さ
ん

田
島　

麻あ

佐さ

子こ

さ
ん

寺
﨑　

初は
つ

美み

さ
ん

西
村　

扶ふ

佐さ

子こ

さ
ん

山
﨑　

照て
る

子こ

さ
ん　

木
村　

節せ
つ

子こ

さ
ん

松
宮　

已み

栄え

子こ

さ
ん　

野
口　

千ち

代よ

子こ

さ
ん

︿
統
計
業
務
の
推
進
に
貢
献
﹀

亀
岡　

佐さ

智ち

子こ

さ
ん

見み

連れ

場ば　

富ふ

美み

江え

さ
ん

中
村　

由ゆ

美み

子こ

さ
ん

︿
教
育
の
振
興
に
寄
与
﹀

▼
㈱
京
都
銀
行

▼
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ア
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
労
働
組
合
彦
根
地

区
支
部
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京
橋
口

駐
車
場

京
橋
口

駐
車
場 県立

野球場
県立
野球場

滋賀
大学

西中

彦根東高

至大津 JR彦根駅

彦根城

金亀公園
野球場

い
ろ
は
松

市役所

湖周道路

至彦根港

市立
図書館

金
亀
公
園

多
目
的
競
技
場

滋賀
大学

彦根東高

至大津 JR彦根駅

彦根城

金亀公園
野球場

い
ろ
は
松

市役所
彦根駅西口仮庁舎

湖周道路

至彦根港

市立
図書館

金
亀
公
園

多
目
的
競
技
場

城北幼
城北小

近江高

11月25日㈰
8：50～10：30頃

車
両
通
行
不
可

①

解体工事中

⑤

④ ③
②

⑦

⑥

N

西中(主会場)

フレスポ
彦根

車
両
通
行
不
可

市民
会館

第３２回彦根シティマラソン
交通規制にご協力ください

　11 月 25 日㈰、全面通行止めとなる区間（①〜⑦）と時間帯
は次のとおりです（区間は下図をご覧ください）。
①・② 9:00 〜 10:00 頃、③ 9:00 〜 10:10 頃
④・⑤ 9:00 〜 10:20 頃、⑥ 8:50 〜 10:30 頃
⑦ 8:50 〜 10:20 頃
※城内道路は 8：20 〜、城外道路は 8：30 〜交通規制準備

を始めます。

※上記の交通規制時間は、当日のランナーの走行状況などによ
り、多少前後する可能性があります。

問い合わせ先　
　彦根シティマラソン実行委員会事務局（ 教育委員会
　保健体育課内）☎ 24-7975、FAX23-9190

  冬
に
向
け
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

機
械
除
雪
作
業
委
託
の

補
助
制
度

　

除
雪
用
機
械
を
使
用
し
た
作
業

費
用
や
、
除
雪
用
機
械
を
持
た
な

い
場
合
で
も
業
者
と
除
雪
作
業
委

託
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
費
用
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

補
助
制
度
を
活
用
し
、
雪
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
の
一
部
を
簡
素
化
し

制
度
が
よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

▼
除
雪
活
動
前
の
「
計
画
協
議
」

と
「
実
施
計
画
書
」
の
手
続
き

を
１
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

▼
交
付
申
請
時
の「
実
績
報
告
書
」

の
様
式
を
１
つ
減
ら
し
ま
し
た
。

︿
補
助
制
度
の
内
容
﹀

①
地
域
除
雪
作
業
委
託
事
業
補
助

　

対
象
事
業　

業
者
や
自
治
会
員

な
ど
と
委
託
契
約
し
実
施
し
た

機
械
除
雪
作
業

補
助
率　

除
雪
時
間
単
価(

市
設

定
単
価
以
内)

に
実
働
時
間
を
乗

じ
た
額
の
２
分
の
１(

準
備
期
間

･

待
機
時
間
は
対
象
外)

要
件

▼
除
雪
路
線
は
、「
市
が
行
う
除
雪

指
定
路
線
以
外
の
市
道
、
生
活

道
路
、
通
学
路
指
定
路
線
」「
市

の
除
雪
路
線
に
付
帯
す
る
歩

道
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

▼
業
者
や
自
治
会
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
な
ど
と
委
託
契
約
を
締
結
し

て
い
る
。

▼
委
託
先
の
業
者
が
市
の
業
者
と

重
複
す
る
場
合
は
、
市
の
除
雪

作
業
を
優
先
す
る
こ
と
に
同
意

し
て
い
る
。

▼
除
雪
作
業
は
積
雪
深
が
10
㎝
以
上

②
除
雪
用
機
械
購
入
事
業
補
助

　

対
象
事
業　

除
雪
活
動
に
必
要

な
除
雪
用
排
雪
板
ま
た
は
自
走

式
除
雪
用
機
械
の
購
入

補
助
率　

１
台
に
つ
き
購
入
費
用

の
２
分
の
１
（
限
度
額
：
40
万
円
）

補
助
対
象
者
の
拡
大　

　

自
治
会
の
ほ
か
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

団
体
を
追
加
し
ま
し
た
。

補
助
対
象
台
数
の
拡
大

　

基
礎
台
数
を
２
台
に
し
ま
し
た
。

※
除
雪
対
象
路
線
延
長
３
㎞
ま
で

２
台
。
以
降
延
長
が
３
㎞
増
え

る
ご
と
に
１
台
を
追
加
補
助
。

※
除
雪
用
機
械
を
更
新
す
る
と
き

に
か
か
る
購
入
費
用
は
、
補
助

金
の
交
付
を
受
け
た
年
度
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
５
か
年
度

を
経
過
し
た
も
の
が
、
対
象
と

な
り
ま
す
。

︿
そ
の
他
﹀

　

補
助
を
受
け
る
に
は
事
前
申
請

が
必
要
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
様
式
や
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
設
管
理
課

☎
30-

６
１
２
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

園
芸
作
物
の
出
荷
拡
大
を
す

る
農
業
者
を
支
援
し
ま
す

　

農
業
者
な
ど
が
園
芸
作
物
の
出

荷
拡
大
を
行
う
た
め
に
導
入
す
る

農
作
業
用
機
械
な
ど
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
率　

４
分
の
１
以
内(

上
限
：

50
万
円)

対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者

▼
市
内
在
住
の
農
業
者

▼
主
に
彦
根
市
を
拠
点
と
す
る
営

農
団
体

対
象
事
業　

主
に
彦
根
市
内
の
園

芸
作
物
の
出
荷
拡
大
に
必
要
な

農
業
用
機
械
や
施
設
な
ど
の
導

入
経
費

※
他
の
助
成
（
国
や
県
な
ど
）
と
併

せ
て
、
本
助
成
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
導
入
経
費
は
20
万
円
以
上
で
、

対
象
物
の
耐
用
年
数
は
概お

お
む

ね
５

年
以
上
20
年
以
下
で
あ
る
こ
と

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
同
14

日
㈬

事
業
の
採
択　

申
込
者
が
多
数
の

場
合
は
、
費
用
対
効
果
の
高
い

も
の
を
優
先
し
て
採
択
し
ま
す
。

助
成
金
の
交
付
は
予
算
の
範
囲

内
と
し
ま
す
。

そ
の
他　

対
象
事
業
や
対
象
者
の

要
件
、助
成
率
の
詳
細
な
ど
、詳

し
く
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番
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こうなっています

❶　人件費の状況　（平成29年度　普通会計決算）
歳出額(A)

442億9,693万1千円

人件費(B)

72億4,274万2千円

人件費率(B/A)

16.4％

（参考）28年度の人件費率

16.7％

　職員の給与は、地方公務員法で、給与などが社会一般情勢に適応しなければならないとする「情勢適応の原則」と、民間事
業の従事者の給与などを考慮して定めなければならないとする「均衡の原則」に基づき、人事院勧告に準じて改定しています。

１　職員の任免および職員数に関する状況　（単位：人）

２　職員の給与などの状況

❷　職員給与費の状況　（平成29年度　普通会計予算）

１人当たり
給与費(B/A)

613万9千円

給　　　　与　　　　費職員数
(A)

929人

職員手当

11億309万2千円

計(B)

57億357万2千円   

期末・勤勉手当

13億4,855万9千円

給　　料

32億5192万1千円

❶ 採用の状況（平成29年度）

職種区分
一 般 行 政 職
保育士・幼稚園教諭
保 健 師
消 防 職
医 師
臨 床 検 査 技 師
放 射 線 技 師
歯 科 衛 生 士
管 理 栄 養 士
薬 剤 師
医療ソーシャルワーカー
医 療 事 務
診 療 情 報 管 理 士
看 護 師
そ の 他 教 育 職

合　　　計

採用者数
35

8
3

10
7
1
3
1
1
5
1
2
1

42
8

128

❷ 退職の状況（平成29年度）

任命権者
市　長
病　院
教　育
消　防

合　　計

計
14
36
23

8
81

❸ 部門別職員数の増減（各年４月１日現在）

部門　　　
議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　計

病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　計

教　　育
消　　防
小　計

合　　計　　
　

30年
　　8
146

44
136

89
2

21
13
69

528
602

29
22
41

694
202
155
357

1,579

増減
0
2

－1
－1

2
0
0

－1
2
3
0
0
0

－1
－1
－8

4
－4
－2

一

般

行

政

公
営
企
業
等
会
計
特
別
行
政

29年
　　8
144

45
137

87
2

21
14
67

525
602

29
22
42

695
210
151
361

1,581

区分

彦根市

国

平均給料月額

30万2,478円

33万531円

平均年齢

40歳7月

43歳7月

平均給料月額

32万3,066円

28万6,833円

平均年齢

55歳7月

50歳7月

一般行政職 技能労務職

（平成29年４月１日現在）❸　職員の平均給料月額および平均年齢の状況

1級
主事・技師

40人
7.8％

（平成30年４月１日現在）❹　一般行政職の級別職員数の状況
2級

主事・技師
79人

15.4％

3級
主任・副主査

151人
29.4％

4級
主査・係長

83人
16.1％

5級
課長補佐

80人
15.6％

6級
課長
47人
9.1％

7級
次長・部長

34人
6.6％

計

514人
100％

区分
職　名
職員数
構成比

　　（この表の職員数と「1-③　部門別職員数の増減」の「一般行政部門」の人数は、一部集計の範囲が異なるため一致しません）

　市職員の給与、職員数、
勤務条件などの人事行政運
営の状況を公表します。全
体の公表内容は、彦根市
ホームページで公開してい
るほか、 人事課（彦根駅
西口仮庁舎 4 階）、支所・
各出張所でも閲覧すること
ができます。　
問い合わせ先　 人事課
☎ 30-6106、FAX22-
1398

彦根市職員の給与、人数など
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「
家
屋
の
取
り
壊
し
」「
用
途
変

更
」「
未
登
記
家
屋
の
所
有
者

変
更
」
は
年
内
に
届
出
を

　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
と

な
る
日
（
賦
課
期
日
）
は
毎
年
１
月

１
日
で
す
。
固
定
資
産
税
は
、
賦

課
期
日
に
資
産
を
持
っ
て
い
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

適
正
な
課
税
の
た
め
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、年
内
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
（
年
内
に
届

出
が
な
く
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

次
年
度
か
ら
の
適
用
に
な
り
ま
す
）。

▼
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

▼
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き

（
例　

店
舗
か
ら
住
宅
へ
の
変
更
、別

荘
に
居
住
開
始
な
ど
）

▼
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更

し
た
と
き
（
例　

未
登
記
家
屋
の

相
続
や
売
買
な
ど
）

　

全
棟
調
査
で
調
査
し
た
家
屋
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

届
出
書
は
、

税
務
課
に
あ
る

ほ
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

住
宅
、
倉
庫
、
事
務
所
、
店
舗

な
ど
、
建
物
を
新
築
・
増
築
す
る

と
、
固
定
資
産
税
（
市
街
化
区
域
内

で
は
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
）
が

新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
固

定
資
産
税
の
税
額
を
計
算
す
る
た

め
に
、
市
の
職
員
が
建
物
の
調
査

に
伺
い
ま
す
。

未
調
査
と
思
わ
れ
る
家
屋
を
お

持
ち
の
人
に
は
、
調
査
依
頼
文
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
立
会

い
な
ど
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

   11
月
は
滋
賀
の
医
療
福
祉
を

守
り
育
て
る
月
間
で
す

▼
医
療
福
祉
の
理
解
を
深
め
よ
う

　

湖
東
圏
域
で
働
く
医
療
と
介
護

に
携
わ
る
専
門
職
（
介
護
支
援
専
門

員
、栄
養
士
、理
学
療
法
士
な
ど
）
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
在
宅
医
療
福
祉

情
報
の
森
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

kusunoki-jyoho-m
ori-kotou-shiga.

or.jp/

）「
く
す
の
き
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を

　

単
身
の
高
齢
者
世
代
が
増
加
し

て
い
る
中
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
の
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５

年
を
見
据
え
て
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
築

く
た
め
、
県
内
で
は
講
演
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
医
療
福
祉
・
在
宅

看
取
り
の
地
域
創
造
会
議
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://m

itori.siga.jp/

）の「
滋

賀
の
医
療
福
祉
を
守
り
育
て
る
」月

間
関
連
行
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

医
療
福
祉
推

進
課
☎
24-

０
８
２
８
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番

傍
聴
で
き
ま
す

彦
根
市
い
の
ち
支
え
る

自
殺
対
策
推
進
会
議
（
第
２
回
）

「
彦
根
市
自
殺
対
策
計
画
」
の
策

定
や
進
行
管
理
な
ど
を
審
議
す
る

会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
～
同
３
時
30
分

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
田
町
）
多
目
的
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
11
月
14
日
㈬
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-
１
７
６
７
番

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成  30
年

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

調
査
結
果
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
住
ま
い
に
関
す
る
計
画
や
施

策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

今
後
と
も
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
は
じ
め
、
政
府
統
計
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

  11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
月
間
で
す

  

労
働
保
険（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）

は
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
に
、
国
が
管
理
・

運
営
し
て
い
る
保
険
制
度
で
す
。

労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

業
種
や
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
保
険
に

未
加
入
の
事
業
者
は
、
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
労
働
基

準
監
督
署
☎
22-

０
６
５
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
２
４
１
番
、
彦

根
公
共
職
業
安
定
所
☎
22-

２

５
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
１

８
６
番

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

年
金
の
加
入
記
録
が
確
認

で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用
す

る
と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の

年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
年

金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
Ｉア

イ

Ｄデ
ィ

が
必
要
で
す
。

　

利
用
の
申
し
込
み
は
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
nenkin.go.jp/

）
か
ら
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０

-

０
５
８-

５
５
５
番
ま
た
は

03-

６
７
０
０-

１
１
４
４
番

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
専
用
電
話
）、

彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

９
０
３
８
番
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彦
根
城
天
守
　
い

ろい
ろライ

トアップ

11月12日㈪〜同18日㈰
「女性の人権ホットライン」
強化週間

夫やパートナーからの暴力、職場での
いじめ、セクシュアル・ハラスメント、
ストーカーなどの相談を専用電話で受け
付けます。

全国共通「女性の人権ホットライン」

☎ 0 5 7 0 - 0
ゼロナナゼロ

7 0 -
の

8
ハートライン

1 0
　月〜金曜日　　８：30 〜 19：00
　土・日曜日　10：00 〜 17：00

※法務局職員と人権擁護委員が相談に応
じます。

※相談は無料で、秘密は厳守されます。
問い合わせ先　大津地方法務局人権擁護

課☎ 077-522-4673

一人で悩まず
電話してください

11 月は、啓発を目的にしたライトアップ
が行われます。
▶ 11 月 12 日㈪　女性に対する暴力根絶（パープル）
▶ 11 月 14 日㈬　世界糖尿病デー（ブルー）
※いずれも日没〜 21：00 までライトアップします。

　

夫
な
ど
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
の
女
性
へ
の
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
行
為
で

す
。
近
年
で
は
、
中
・
高
生
や
若

い
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
起
こ
る
暴
力

（
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
の
被
害
も
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

暴
力
は
、
い
か
な
る
理
由
が

あ
っ
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
な
い

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

︿
相
談
窓
口
﹀

※
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
０
７
７-

５
６
４-

７
８
６
７
番
（
女
性
専
用
）

▼
彦
根
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン

タ
ー
☎
24-

３
７
４
１
番
（
女

性
専
用
）

▼

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎

０
７
４
８-

37-

８
７
３
９
番

性
暴
力
被
害
者
総
合
ケ
ア
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
び
わ
湖
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
女

性
活
躍
推
進
室
☎
30-

６
１

０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

11
月
12
日
㈪
～
同
25
日
㈰

あなたのつらい思いを、相談してください。

（
サ
ト
コ
）」
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
９
０-

２
５
９
９-

３
１
０
５

番子
育
て
支
援
課
相
談
電
話
☎
23-

７
８
３
８
番

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
近
く
の
相
談
窓
口
を

案
内
し
ま
す
）
☎
０
５
７
０-

０-

５
５
２
１
０
番

緊
急
時
は
警
察
（
１
１
０
番
）
へ

あなたの周りにこんな人はいませんか？
▶彦根市消費生活センター

☎ 30-6144（平日 9:00 〜 12:00、13:00 〜 16:15）

※相談受付時に、氏名、住所、電話番号、性別、年齢、
職業などの個人情報をお聞きします。差し支え
のない範囲でご協力をお願いします。

▶消費者ホットライン　局番なしの「１
い や や

８８」
※メッセージの案内に従って、居住地の郵便番号

を入力してください。最寄りの相談窓口に電話
がつながります（10:00 〜 16:00）。

第11５
回

消費生活センターつうしん

【！】「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」というハガキは架空請求です。連絡しないでください。

　認知症などの病気や、知的障害・精神障害などの障
害があり、判断することが困難な人は、「成年後見制度」
の「同意権付与（高額な商品を購入するときは補助人の同意を
必要とすること）の申立て」を利用することができ、訪問
販売などで不必要な買い物を防ぐことができます。
　訪問販売や電話勧誘販売など、事業者から不意に勧誘
が行われる取引の中で、判断能力の不足に乗じて契約を
させることは法律で禁じられているので、被害に遭われ
た場合はご相談ください。



102018・11・1

子
育
て
家
族
の
講
座

親
子
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

︿
内
容
﹀
　

ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で

の
親
子
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。　

︿
日
時
﹀

 

11
月
15
日
㈭　

午
前
10

時
～
正
午　
︿
場
所
﹀
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー（
里
根
町
）集
会
室　
︿
対

象
﹀
平
成
26
年
４
月
２
日
～
同
29

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と

保
護
者　
︿
定
員
﹀
10
組
（
先
着
順
）　

︿
費
用
﹀
２
０
０
円
（
１
組
）　
︿
申

込
開
始
日
時
﹀
11
月
１
日
㈭　

午

前
９
時　
︿
持
ち
物
﹀飲
み
物　

※

動
き
や
す
い
服
装
、
滑
り
止
め
の

あ
る
靴
下
（
ま
た
は
裸
足
）
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。　
︿
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
﹀

市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

３
５
８
２

番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直

接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

魚
の
さ
ば
き
方
＆
料
理
教
室

︿
内
容
﹀
　

マ
ダ
イ
と
ス
ル
メ
イ
カ

を
さ
ば
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理

を
作
り
ま
す
。　
︿
日
時
﹀11
月
17

日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午　
︿
場

所
﹀
　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
安
食

中
町
）
２
階
調
理
実
習
室　

 

︿
定

員
﹀
　

20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　
︿
費
用
﹀
　

千
円　
︿
申
込
期

限
﹀

 

11
月
９
日
㈮
（
必
着
）　
︿
持
ち

物
﹀
　

出
刃
包
丁
、
刺
身
包
丁
（
お

持
ち
の
人
の
み
）、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器　
︿
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
﹀
彦
根
総
合

地
方
卸
売
市
場
㈱
（
〒
５
２
９-

１

１
５
２　

安
食
中
町
３
２
７
）
☎
25-

２
５
１
８
番　

※
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤

電
話
番
号
を
書
い
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

秋
の
荒
神
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

︿
内
容
﹀
秋
の
荒
神
山
を
歩
き
な

が
ら
、
隠
れ
た
紅
葉
の
名
所
を
訪

ね
ま
す
（
雨
天
中
止
）。　
︿
日
時
﹀

12
月
２
日
㈰　

午
前
10
時
～
午

後
４
時　
︿
場
所
﹀

荒
神
山
自

然
の
家
（
日
夏
町
）、
荒
神
山
周
辺  

︿
対
象
﹀
18
歳
以
上
（
３
～
４
時
間

の
山
歩
き
が
可
能
な
人
）　
︿
定
員
﹀

20
人
程
度
（
先
着
順
。
参
加
者
が
５

人
未
満
の
場
合
は
実
施
し
ま
せ
ん
）　

︿
申
込
期
間
﹀
11
月
２
日
㈮
～
同

13
日
㈫
（
同
５
日
㈪
、
同
12
日
㈪
は

休
み
）　
︿
費
用
﹀ 

１
、
５
０
０
円　

︿
持
ち
物
﹀
雨
具
、（
撮
影
を
す
る
人

は
）
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど　
︿
そ

の
他
﹀
当
日
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が

で
き
る
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。　
︿
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
﹀

荒
神
山
自
然
の
家
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８

７
２
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
者

に
は
後
日
詳
し
い
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　1 枠　3 万円（1 号あたり）
大きさ　　縦　45.5mm　横　86mm
申込締切　原則、発行日の 1 か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳し

くはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先　 秘書広報課☎ 30-6103、

FAX22-1398

2019 年度

対象
▶︎３歳児（平成 27 年４月２日から同 28 年４月１日までに生

まれた幼児）　
▶︎４歳児（平成 26 年４月２日から同 27 年４月１日までに生

まれた幼児）

▶︎５歳児（平成 25 年４月２日から同 26 年４月１日までに生
まれた幼児）

募集人員　右表のとおり　
応募資格　幼児の保護者が市内に居住していること

（平成 31 年４月１日までに市内に居住することが確実な場
合を含む）　

入園申込書の交付
▶︎期間　11 月 12 日㈪〜同 29 日㈭　9：00 〜 16：

00（土・日曜日、祝日は除く）　

▶︎場所　市立幼稚園・認定こども園、総合案内（彦根駅
西口仮庁舎３階）、支所、各出張所、 子どもセンター、

幼児課（福祉センター２階）　
入園申込の受付
▶︎期間　11 月 20 日㈫〜同 29 日㈭　13：00 〜

16：00（土・日曜日、祝日は除く）　

▶︎場所　入園を希望する幼稚園・認定こども園　

※入園申込書の提出は、入園を希望する幼児１人に対
して１園です。　

問い合わせ先
　 幼児課☎ 23-9597、FAX26-1768

※彦根幼稚園、金城幼稚園、佐和山幼稚園、平田こども園（1
号認定）は、5 歳児の募集はありません（退園により定員に空き
が生じた場合は、随時募集を行います）。

市立幼稚園など（所在地）

彦根幼稚園（本町一丁目）

高宮幼稚園（高宮町）

稲枝東幼稚園（稲部町）

旭森幼稚園（東沼波町）

城北幼稚園（松原町）

金城幼稚園（大藪町）　
佐和山幼稚園（芹川町） 

城陽幼稚園（日夏町）

平田こども園（1 号認定）（平田町）

４歳児
25 人
40 人
10 人
20 人
10 人
15 人
40 人
10 人
10 人

募集人数
３歳児
50 人
25 人
25 人
50 人
25 人
50 人
25 人
25 人
34 人

5 歳児

若干人
（※）

市立幼稚園など入園申込の受付
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子どもセンター からのお知らせ
子育て講座　
モグモグ期の離乳食
内容　調理体験を通して、７〜

８か月頃の離乳食の進め方
を学びます。

日時　11 月 16 日㈮　
　10：00 〜 11：30
場所　グリーンピアひこね（清崎町）

対象　平成 30 年 3 月 1 日生まれ〜同 4 月 30 日生
まれの子どもの保護者

定員　10 人（先着順） 　　費用　300 円（材料費を含む）

持ち物　離乳食セット（すり鉢、すりこぎ）、子ども茶
碗・スプーン、飲み物、筆記用具、エプロン、三角
巾、マスク、子どもの飲み物・タオル・着替え

申込期間　11 月 3 日 ( 土 · 祝 ) 〜同 13 日㈫
託児　申込時にご相談ください。

星空教室　秋の星座　
内容　秋の星座を学びます。冬が近づく夜空を、大き

な望遠鏡で探訪してみませんか。
日時　11 月 23 日 ( 金 · 祝 )　
　19：30 〜 21：00
場所　子どもセンター（日夏町）

対象　天体に興味がある人（小学生
以下は保護者同伴）

定員　30 人（先着順）　　費用　300 円（幼児は無料）

申込期間　11 月 10 日㈯〜同 21 日㈬
※雨天などの場合は中止。16：00 以降に開催の有無

を確認してください。

子ども教室　
「コロンブスの卵」の藤澤さんと楽しく遊ぼう！
内容　楽しく遊びながら、科学の世界を学ぼう！
日時　11 月 25 日㈰　13：30 〜 15：00
場所　子どもセンター（日夏町）多目的室
対象　小・中学生
定員　20 人（先着順）

費用　300 円（材料費を含む）

申込期間　11 月 10 日㈯〜同
21 日㈬

申込・問い合わせ先　
　 子どもセンター（日夏町 4769）
　☎ 28-3645、FAX28-3646
※電話か直接窓口でお申し込みください。

子
育
て
講
演　

「
自
己
肯
定
感
を
育
む
子
育
て
」

  

～
わ
が
子
に
自
信
と
や
る
気
を
～

︿
内
容
﹀
　

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で
多
く
の
フ
ァ

ン
を
持
つ
臨
床
心
理
士
・
井
上
知
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
子
ど
も
に
自
信
を
持
た
せ
、

や
る
気
を
育
て
る
子
育
て
に
つ
い
て
学
び
ま

し
ょ
う
。　
︿
日
時
﹀11
月
17
日
㈯　

午
前
10

時
～
正
午　
︿
場
所
﹀
　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日

夏
町
）
多
目
的
室　
︿
対
象
﹀
　

０
歳
～
小
学
生

の
保
護
者　

 

︿
定
員
﹀
　

１
０
０
人
（
先
着
順
）　

︿
費
用
﹀
　

無
料　
︿
申
込
期
限
﹀11
月
11
日
㈰

（
必
着
）　
︿
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
﹀
認
定
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ひ
こ
ね
育
ち
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
ラ
ポ
ー
ル
☎
０
７
０-

５
６
５
２-

５
９
７
８
番
、

hikonesodachi@
gm

ail.
com

　
※
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
難
し
い
場
合
は
電
話
も
可
）。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
講
習
会　

︿
内
容
﹀
　

子
ど
も
を
預
か
る
な
ど
、
子
育
て
の

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
募

集
に
あ
た
り
提
供
会
員
と
し
て
活
動
す
る
た

め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。　
︿
日
時
﹀11

月
30
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時
45
分

（
受
付
９
時
15
分
～
）　
︿
場
所
﹀
　

男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
講
習
室　

︿
費
用
﹀
　

無
料　
︿
託
児
﹀
　

あ
り
（
無
料
）　
︿
申

込
期
限
﹀11
月
29
日
㈭　
︿
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
﹀
彦
根
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
９
２
０
番　

※

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
身
体
障
害
者
更
生
会

青
壮
年
部
カ
ロ
ム
と
交
流
会

︿
日
時
﹀
12
月
16
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３

時
（
受
付
午
前
９
時
30
分
）　
︿
場
所
﹀

障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）
多
目
的
室　
︿
対

象
﹀
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す

る
人　
︿
費
用
﹀
５
０
０
円
（
弁
当
代
）　
︿
申

込
期
限
﹀
12
月
７
日
㈮　
︿
申
込
方
法
﹀
更
生

会
員
で
な
い
人
は
、
往
復
は
が
き
に
①
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号
を
書
い
て
お
送
り
く
だ

さ
い
。　
︿
そ
の
他
﹀
年
会
費
１
、
２
０
０
円

で
入
会
で
き
ま
す
。　
︿
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
﹀
彦
根
市
身
体
障
害
者
更
生
会
事
務
局

（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
５
９
４　

障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

７
８
８

８
番
（
月
、水
、金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
３
時
）

再
就
職
・
就
業
支
援　

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

︿
内
容
﹀
①
介
護
送
迎
運
転
者
講
習
②
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
員
技
能
講
習　
︿
対
象
﹀
県
内
在

住
で
58
歳
以
上
の
人
（
①
は
普
通
自
動
車
運
転
免

許
が
必
要
）　
︿
受
講
料
﹀
無
料
（
交
通
費
・
昼
食

代
は
自
己
負
担
）　
︿
そ
の
他
﹀
会
場
、
定
員
、
講

習
期
間
、申
込
締
切
日
や
面
接
日
時
な
ど
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
︿
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
﹀（
公
社
）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
５
２
０-

０
０
５
４　

大
津
市
逢

坂
１-

１-

１
）
☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
７-

９
４
９
０
番　

※
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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職種 受験資格人数 受付期間

受験申込書などの配布場所、受験の申し込み、問い合わせ先　市立病院事務局職員課（市立病院３階）
　☎22-6050（内線3516）、FAX26-0754、   syokuinka@municipal-hp.hikone.shiga.jp

11月1日㈭～同
30日㈮の8:30
～17:15（土・
日曜日、祝日は除
く）
※ 郵 送 の 場 合
は、11月30日
㈮ ま で （ 消 印 有
効）

市立病院職員を募集します
試験日・採用予定日

医療情報技師の資格を有し、病院
(※)における電算業務の経験が3年
以上の人（平成31年3月31日までの
業務見込みを含む）
※医療法に規定する病院をいう。

医療情報技師
（有資格者）

2人

試験日
12月9日㈰

採用予定日
平成31年
4月1日㈪

診療情報管理士
（有資格者）

1人

診療情報管理士の資格を有し、医療
事務の経験が3年以上の人（平成31
年3月31日までの業務見込みを含む）

昭和43年
４月２日
以降に生
まれた人

臨床検査技師
（有資格者）

1人

昭和48年
４月２日
以降に生
まれた人

臨床検査技師の免許を有し、生理
機能検査の経験がある人

「
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９
」
出
演
者　

︿
内
容
﹀
　

日
頃
の
舞
台
芸
術
活
動
の

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
ま

た
、優
れ
た
舞
台
芸
術
に
親
し
む
機

会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。こ
の
公
演

に
出
演
を
希
望
す
る
人
（
個
人
ま
た

は
団
体
）を
募
集
し
ま
す
。　
︿
募
集

部
門
な
ど
﹀
下
表
の
と
お
り　
︿
出

演
資
格
﹀
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
個
人
ま
た
は
団
体 

（
団
体
の
場

合
は
、
①·

②
に
該
当
す
る
人
を
含
む
こ

と
）①
市
内
に
在
住·

在
勤·

在
学
し

て
い
る
②
市
内
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る　
︿
出
演
時
間
﹀ 

１
人
（
１
団

体
）
約
20
分　

※
転
換
（
準
備
・
撤
収
）

の
時
間
を
含
む
。　
︿
定
員
﹀ 

各
部

門
６
人
（
団
体
）
程
度　

※
申
込
者

多
数
の
場
合
は
12
月
１
日
㈯
に
公

開
抽
選
で
決
定
後
、12
月
初
旬
に
参

加
の
可
否
を
連
絡
し
ま
す
。　
︿
費

用
﹀
無
料　
︿
申
込
期
間
﹀
11
月
１

日
㈭
～
同
30
日
㈮
（
必
着
）　
︿
注
意

事
項
﹀
出
演
順
は
、部
門
別
の
出
演

者
会
議
（
１
月
上
旬
開
催
予
定
）
で
決

定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、募
集
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
︿
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
﹀ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ
事
業
課
（
〒
５
２
２-
０
０
５
５　

野
瀬
町
１
８
７-

４
）☎
26-

８
６
０
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

８
６
０
２
番　

※

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、ま
た
は
直
接
窓
口

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

部門

児童劇

クラシック
舞踊

バレエ

チャレンジ

邦舞・邦楽

内容

幼児・児童向けの人形劇、紙芝居、演劇など
器楽、声楽、合唱など

フラメンコ、モダンダンス、エアロビクスなど

クラシックバレエ、コンテンポラリーダンスなど

他の５部門に該当しないもの

日本舞踊、新舞踊、詩舞、三曲、琵琶、詩吟など

公演場所
（ひこね市文化プラザ）

メッセホール

エコーホール
グランドホール

グランドホール

エコーホール

エコーホール

平成31年
２月9日㈯
２月9日㈯

２月10日㈰

２月17日㈰

２月23日㈯

２月24日㈰

10：30

14：00
14：00

15：00

14：00

14：00

開演日時

全国で人気爆発！

〒522-0041彦根市平田町９２４
ヴィラロンシャン１０１
minamihikone@at-school.jp

生徒随時募集中
☎ 0749-30-9905

算数・数学『パズル道場』実施中
楽しみながら頭脳を鍛えるトレーニング

南彦根
教室

進路相談 /個別指導 /発達支援 /障害児支援
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　皆さんには、幼い頃からあちこちでよく見かける、
親しみのあるお店がありますか。日本では、駄菓子屋
さんのような昔ながらのお店に親しみや懐かしさを
感じる人がたくさんいるのではないかと思います。ブ
ラジルにも昔からどこにでもあって、地元の人に親し
まれているお店があります。それは、ピザ屋さんです。
　ピザといえば、イタリアを思い浮かべる人が多いと
思いますが、ブラジルでもとても人気のある料理で、
昔から食卓の定番であり、ピザ専門店もたくさんあり
ます。ブラジルに移民した人の中で、ポルトガルの次
にイタリアからの移民が多かったため、イタリア料
理がブラジル全土に広まりました。時間が経つにつれ
て、生地や具材がイタリアのピザと少し異なってきま
したが、ブラジル人のピザへの愛はイタリア人に負け
ていないと思います。

　私が日本に来てびっくりしたことの１つは、ピザの
チェーン店がとても多いということです。ブラジルに
も、アメリカの有名なピザのチェーン店はありますが、
ピザが家庭の定番料理となったため、家庭的なピザを
出すお店もあちこちにあります。チェーン店のピザよ
りも、それぞれの地域にある小さなピザ屋さんの味を
好む人も多いです。
　日本にあるブラジル料理店でも、メニューにピザが
あることが珍しくありません。先日、ブラジル人が多
く暮らしている愛知県へ遊びに行った際、ブラジルの
ピザ専門店を見かけました。おそらく他の地域でも同
じようなお店があるのではないかと思います。
　皆さんの中には、ブラジル料理といえば、主にバー
べーキューや豆料理を連想する人が多いかもしれま
せん。しかし、ポルトガル、イタリア、日本やスペイン
など、たくさんの国の人たちがブラジルへ移住し、彼
らの母国の料理がブラジル中に伝わり、今ではブラジ
ルの食文化の１つとなりました。
　このようにブラジル料理には、たくさんの食文化が
融合されており、とても魅力的だと思います。機会が
あれば、ブラジルのピザなど、いろいろなブラジル料
理を味わってみてください。

　　【彦根市国際交流員　ナターリャ】　　

ナターリャ
　　の部屋

第52回

となりのピザ屋さん

男女共同参画センター「ウィズ」からのお知らせ
ウィズマルシェ 2018
内容　飲食、雑貨、健康・美、ワークショップなど約 

30 ブースが出店します。
日時　11 月 17 日㈯　10：00 〜 15：30
場所　 男女共同参画センター「ウィズ」全館 と 福

祉センター（平田町）

※雨天決行、荒天中止。授乳室、おむつ替えスペースあり。
【同時開催】市民活動まつり「ひこねば〜こども編〜」

（10:00 〜 15:30）、ベビー＆キッズ用品リユース〜
カエコト〜（14:00 〜 15:00 ※受付 13:30 〜）

親子冬のチャレンジ 「クリスマスリース」を作ろう
内容　生花と木の実を組み合わせて、世界に１つの「ク

リスマスリース」を作ります。
日時　12 月 1 日㈯　10：00 〜 12：00
場所　 男女共同参画センター「ウィズ」会議室
対象　小学生と保護者（小学生のきょうだいも参加可）　
定員　親子 16 組（先着順）

費用　参加費：１組 500 円、材料費：１個 1,000 円
申込開始日時　11 月 1 日㈭　9：00 〜
託児　１人 300 円（0 歳〜就学前、要予約）

※電話、FAX、メールまたは直接窓口で申し込んでく
ださい。

ウィズ生き方セミナー Part2 快適ライフのススメ
「大人のためのパン作り教室」
〜クリスマスにシュトーレンを♪〜
内容　ドイツ伝統のクリスマス限定のお菓子「シュトー

レン」とパウンドケーキ風パンを作ります。
日時　12 月 1 日㈯　13：30 〜 16：30
場所　 男女共同参画センター「ウィズ」調理実習室
対象　市内在住・在勤・在学の人　
定員　15 人（先着順）

費用　受講料：800 円、材料費：1,200 円
持ち物　エプロン、三角巾、ふきん 2 枚、筆記用具
申込開始日時　11 月 1 日㈭〜同 28 日㈬
託児　１人 300 円（0 歳〜就学前、要予約）

※電話、FAX、メールまたは直接窓口で申し込んでく
ださい。

申込・問い合わせ先　 男女共同参画センター
「ウィズ」（平田町 670）　☎・FAX24-3529

　 with.hikone@oboe.ocn.ne.jp
※詳しくは彦根市ホームページをご覧ください。
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※特に記載のないときは、事前申込みは不要で、費用は無料です。催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

がん患者サロン
「 り ら く 彦 根 」

11月27日㈫
13：00～15：00

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
3 階 講 堂

がん患者やその家族の交流の場です。がんと向き合って
いる人同士だから分かり合える思いを共有しましょう。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）、 
　gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

み ず ほ 文 化 セ ン タ ー
（ 田 原 町 ）
ホ ー ル

11月23日(金・祝)
14：00～

出演:劇団むう　対象:幼児～小学校低学年とその保護者
定員:150人程度（先着順）　
費用:前売500円、当日600円（全席自由）　
販売所:アル・プラザ彦根、ビバシティ平和堂、ひこね市
文化プラザほか
みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

幼児向け演劇公演
こ ぎ つ ね コ ン と
こ だ ぬ き ポ ン

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

集 合 場 所 ：
多 賀 町 役 場 駐 車 場
（ 犬 上 郡 多 賀 町 ）

野 鳥 の 観 察
12月1日㈯

9：00～12：00
（集合 8：50）

高宮池、大門池の水鳥を観察しましょう。　
持ち物：筆記用具、雨具
費用：（小学生以上）100 円　（保険代など）
彦根自然観察の会（渡邊さん）☎28-3867

①大学サテライト･プラザ彦根
（ 大 東 町 ）
②東近江市SUBACO
（ 百 済 寺 町 ）
③彦根ビバシティシネマ
（ 竹 ケ 鼻 町 ）

滋賀国際映画祭
①地域映画上映、映画シンポジ
ウム、映画制作ワークショップ
②映画大好き交流会
③ 入 選 作 品 上 映 会

①11月23日（金・祝）
13:00～16:30
②11月23日（金・祝）
18:00～21:30
③11月24日㈯
13:00～15:00

定員（先着順）：①100 人②30 人③100 人
費用：①無料②1,000円(飲食代含む)(有料で宿泊可、要予約)
③500円　※申込期限は当日まで。代表者氏名、参加人数、
電話番号、参加プログラム（①～③）を書いて、FAXで申込。
滋賀映画祭実行委員会（聖泉大学内）（脇本さん）
　☎43-3600、FAX43-5201

滋 賀 県 立
長寿社会福祉センター
（ 草 津 市 笠 山 ）

福祉用具セミナー・
展 示 体 験 会

11月22日㈭
11:30～16:00

介護ロボットの体験や実演があります（移動支援や見守り
など）。福祉用具の新製品も多数展示しています。
滋賀県社会福祉協議会福祉用具センター☎077-567-3907

名勝
旧彦根藩松原下屋敷
（ お 浜 御 殿 ）庭 園
秋 の 特 別 公 開

11月23日（金・祝）
～12月2日㈰

9：00～16：00
（入園15：30まで）

旧 彦 根 藩
松原下屋敷（お浜御殿）庭園
（ 松 原 町 ）

秋の名勝庭園「旧彦根藩松原下屋敷（お浜御殿）庭園」を期間
限定で公開します。※団体向け現地説明会は 11 月 16 日㈮
までに事前申込が必要。
　教育委員会文化財課☎26-5833、FAX26-5899

差別をなくし人権を尊ぶ
あなたと私のつどい

11月23日（金･祝）
13：00～15：30

ひこね 市 文 化 プ ラ ザ
（ 野 瀬 町 ）
エ コ ー ホ ー ル

講演：「部落問題と人権のまちづくり～住吉で生まれ育って～」
講師：藤本　真帆さん　　定員：340 人
その他：託児（11 月 9 日㈮までに申込）、手話通訳あり
つどい実行委員会事務局（　教育委員会人権教育課内）
　☎24-7976、FAX23-9190

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
第 6 8 回 諸 国 民 踊 め ぐ り
稲 枝 地 区 文 化 祭
鳥 居 本 学 区 文 化 祭
文化プラザロビーコンサート～ミュージックアラカルト～
旭 森 地 区 文 化 祭
河 瀬 地 区 文 化 祭
南 地 区 公 民 館 文 化 祭
彦 根 市 幼 児 画 展 　 き ら き ら 広 場
彦 根 市 少 年 少 女 書 写 展
第 1 9 回「 懐 か し い わ が 家 の 思 い 出 グ ッ ズ 」展
第 1 3 回「 民 具 類・古 文 書・古 書 籍・古 写 真 等 」展
彦 根 城 博 物 館 　 錦 秋 狂 言 の 集 い
幼児向け演劇公演 劇団むう「こぎつねコンとこだぬきポン」
M O A 美 術 館 彦 根 児 童 作 品 展
滋 賀 大 学オー ケストラ　 第 3 5 回 定 期 演 奏 会
彦根城博物館 テーマ展「近代の書聖 日下部鳴鶴－新出資料を中心に－」
彦 根 市 少 年 少 女 美 術 展
彦 根 吹 奏 楽 団 　 第 3 8 回 定 期 演 奏 会

11月3日(土・祝)
11月3日(土・祝)、4日㈰
11月3日(土・祝)、4日㈰

11月4日㈰
11月10日㈯、11日㈰
11月10日㈯、11日㈰
11月10日㈯、11日㈰
11月10日㈯、11日㈰
11月10日㈯、11日㈰

11月16日㈮～19日㈪

11月18日㈰
11月23日(金・祝）

11月24日㈯、25日㈰
11月24日㈯

11月29日㈭～１月8日㈫
12月1日㈯、2日㈰

12月2日㈰

13:30（開場13：00）

9：00～16：00（4日は15：00まで）

3日15：00～17：00、4日9：00～15：30
13:00（開場12：30）

9：30～16：30（11日は15：00まで）

9：30～16：30（11日は15：00まで）

9：30～16：30（11日は15：00まで）

9：00～16：30（11日は16：00まで）

9：00～17：00（11日は16：00まで）

10：00～16：30（19日は16：00まで）

13:30（開場13：00）

14:00（開場13：30）

9：00～16：00（25日は14：30まで）

16:00（開場15：30）

8:30～17：00（入館は16：30まで）

9：00～17：00
14:00（開場13：00）

文化プラザ・エコーホール
稲 枝 地 区 公 民 館 ほ か
鳥 居 本 地 区 公 民 館 ほ か
文化プラザ・グランドホール2階ロビー
旭 森 地 区 公 民 館
河 瀬 地 区 公 民 館 ほ か
南 地 区 公 民 館
中 地 区 公 民 館
市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー

市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー

彦 根 城 博 物 館・能 舞 台
みずほ文化センター・多目的ホール
グ リ ー ン ピ ア ひ こ ね
文化プラザ・グランドホール
彦 根 城 博 物 館
みずほ文化センター・多目的ホール
文化プラザ・グランドホール

無 料
無 料
無 料
無 料
無 料
無 料
無 料
無 料
無 料

無 料

有 料
有 料
無 料
有 料
有 料
無 料
無 料

【11月の行事】

主催 ： 彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

秋の
　文化祭
秋の
　文化祭
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催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

男性介護者のつどい
「彦根こんき会」

11月12日㈪
10：30～15：00

認知症の家族を介護する男性同士で語り合いましょう。途中
からでも参加できます。　費用：200円（昼食代は別途必要）
家族の会滋賀県支部（小宮さん）☎080-3797-4530

　 市 民 交 流 セ ン タ ー
（ 里 根 町 ）
図 書 学 習 室

街 中 サ ロ ン 11月8日㈭、同24日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害、発達障害のある人やその家族が、悩みなどを
話して情報交換をする場です。みんなで交流しましょう。
NPO 法人彦根育成会☎20-9114、ＦＡX49-9115

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

11月11日㈰
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

ひこね元気クラブ21
味覚チェック1万人達成
記 念 講 演

11月10日㈯
10：15～11：40

（受付10：00）

アル･プラザ彦根6階
（ 大 東 町 ）
大学サテライト･プラザ彦根

塩分と生活習慣病の関係や、健康寿命を伸ばす食生活の
ポイントについて、中村管理栄養士に話を聞きます。
ひこね元気クラブ 21 事務局（くすのきセンター内）
　☎080-2944-4281（月･水･金のみ）FAX24-5870

元気21歩こう会
11月21日㈬

13：30～15：00
（集合 13：30）

み ず ほ 文 化 セ ン タ ー
（ 田 原 町 ）

落葉を楽しみながら歩きます。
費用：100 円（保険代など）

「ひこね元気クラブ 21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

生活応援セミナー
「保護者が知っておきた
い、若者を狙うイマドキ
のお金のトラブル」

11月17日㈯
10：00～12：00

彦 根 勤 労 福 祉 会 館
（ 大 東 町 ）
4 階 大 ホ ー ル

ファイナンシャルプランナーを講師に迎え、仮想通貨やクレジッ
トカードなどによる金融被害を防ぐための講演会を開催します。
定員：80 人（先着順）※窓口か電話で申込（11 月 16 日㈮まで）
彦根勤労福祉会館☎23-4141、FAX23-4140

ひ こ ね で 朝 市 11月18日㈰
8：00～12：00

滋 賀 県 護 国 神 社 境 内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、湖魚料理、手作り雑貨などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、　hikonedeasaichi55@gmail.com

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」 11月13日㈫

13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換をしたりする会です。若年認知症の介護家
族のつどい「ほっこり・らぶ」も同時開催します（奇数月に開催）。
費用：200 円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
晩 秋 の 収 穫 祭

11月9日㈮
11：30～13：00

滋 賀 大 学
生 協 前 広 場
（ 馬 場 一 丁 目 ）

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた新
鮮で安全な野菜、果物、加工品等を販売します（雨天中止)。
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

福祉の職場説明会
11月12日㈪

13：30～16：30
（受付13：00～）

ビ バ シ ティ彦 根 2 階
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
ビ バ シ テ ィ ホ ー ル

福祉の職場を希望されている人や関心のある人を対象に、
職場説明コーナーなど福祉関連の就職活動を支援します。
　介護福祉課☎23-9660、FAX26-1768

在 宅 で の 療 養 や
看 取 り を 考 え る 会
花 か た ば み の 会

11月17日㈯
14：00～16：00

く す の き セ ン タ ー
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

住み慣れたわが家で最期を迎えるために、在宅ケアや在宅
医療、エンディングノートなどの情報をお伝えします。
費用：200 円（茶菓子代）
花かたばみの会（井川さん）☎・FAX22-2644

彦根市の地域医療を守る会
第 5 4 回 勉 強 会

11月17日㈯
10：00～11：30

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
医 療 情 報 セ ン タ ー

軽度認知障害とは何か、理解するために必要なことなど、
医療法人　湖葉会　介護部総括所長の野村武司さんから
お話を聞きます。費用：100 円
彦根市の地域医療を守る会（川村さん）☎・FAX24-6300

第 ２ ４ 回 湖 風 祭 11月17日㈯、同18日㈰
11：00～20：00

学生と地域の人が交流しながらともに作り上げる祭りです。模
擬店やフリーマーケットのほか、ゴミらレンジャーショーやミス・
ミスターコンテストなどの企画やライブが盛りだくさんです。
滋賀県立大学大学祭実行委員会☎28-8218

滋 賀 県 立 大 学
キ ャ ン パ ス 内
（ 八 坂 町 ）

滋賀県立大学社会人専門講座
「健康寿命を延ばすコツ
ー身体も心も朗らかにー」

（全3回）

11月21日㈬
①13:10～14:40
②14:50～16:20

同28日㈬
③13:10～14:40

費用 :3,000 円（資料代）、定員 :20 人（先着順）
申込方法 : 封筒、はがき、FAX 、メール、持参のいずれ
かで申込。※①～③全ての講座に参加できること。
滋賀県立大学地域共生センター（八坂町 2500）☎28-8210、
FAX 28-8473、    chiiki_grp@office.usp.ac.jp 

滋 賀 県 立 大 学
（ 八 坂 町 ）
交 流 セ ン タ ー 研 修 室
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場所　滋賀県立大学 ( 八坂町 ) 湖風祭会場内　

【当日は学園祭「湖風祭」が開催されます】
　模擬店で使う割り箸や紙皿のごみを減らすため、箸を持参する

「My はし推進運動」や、繰り返して使える皿を使用する取り組みな
ど、環境に配慮した活動を実施します。
問い合わせ先
　 生活環境課☎ 30-6116、FAX27-0395

11 月 17 日㈯、同 18 日㈰ 11：00 〜 17：00

ひこねエコフェスタ 2018
環境活動に取り組む市民団体・学校・企業などが参加し、市民の皆さんと関わりあい、環境について楽しく学び、

体験してみることを目的に開催します。皆さんのそばにある「環境」を、いろいろなカタチで感じてみてください。

内容　
▶︎講演　「滋賀の在来種タンポポはセイヨウに強い！？」
　（講師：滋賀県立大学大学院環境科学研究科　谷垣顕佑さん）

▶︎よし笛コンサート
▶︎活動紹介　小学生による環境学習発表、出前講座など
▶︎表彰式　緑のカーテン、犬の飼い方・マナーアップ標語コンテスト
▶︎在来魚の放流体験
▶︎屋外ブース　太陽光発電や浄化槽の解説、各家庭に合った省エネのアドバイ

ス、生ごみ減量活動の紹介、クイズラリーなど

▲屋外ブースの様子（昨年）

▲環境学習発表の様子（昨年）

▶いきいき講座受講生作品展（ロビー）
　11 月 15 日㈭〜同 30 日㈮
　9：00 〜 21：00（同 30 日㈮は 15：00 まで）
▶セミナー（会議室）

「一生涯にわたる人生とお金について考える 
　　　　　　　　　〜ライフプラン表を作成しよう〜」

11 月 25 日㈰ 13：30 〜 15：30
（定員 30 人、受講料 200 円 ※）

▶１日体験講座（右表のとおり）
11 月 1 日㈭ 9：00 から先着順に直接窓口
で受け付けます（受講料は一律 200 円 ※）。

※いずれも、ひこね燦ぱれす会員カードを
持っている人は無料

日程

11月23日（金・祝）  
10：00～12：00

11月25日㈰
10：00～12：00

11月25日㈰
14：00～16：00

11月18日㈰
13：00～15：00

11月23日（金・祝）
 10：00～11：15

12月8日㈯
10：00～11：30

定員

各
20人

10人

50人

20人

パ
ソ
コ
ン

会場：燦ぱれす

視聴覚室

　
研修室1

多目的ホール

会議室

教材費

無料

500円

無料

1,000円

講座名

写真の取り込み方と
オリジナルカレンダー作り

パソコンで
素敵な年賀状作り1

パソコンで
素敵な年賀状作り2

初めての人歓迎 ！
ハワイアンキルトで「コースター」作り

むくまない体・疲れない体を作りませんか

「足・脚ケア ヨガ」体験講座

お正月飾りにもなる縁起の良い
「こけ玉」を作りませんか

秋祭

申込・問い合わせ先　ひこね燦ぱれす（小泉町）　☎ 26-7272、FAX26-7377

ひこね燦ぱれす
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９月に第 67 回彦根市美術展覧会「アートフェス
ティバル〜美術展覧会と音楽との共演〜」を開催しま
した。

期間中は、総出品数 387 点の中から 341 点の作
品を展示し、併せてコンサートや作品講評会を行いま
した。会場には連日多くの人が訪れ、芸術鑑賞で秋の
ひとときを楽しんでいました。

一般出品の中から、市展賞 6 点、特選 26 点、佳作
16 点が選ばれました。また、無鑑査出品 58 点の中
から 5 点が無鑑査奨励賞に選ばれました。

市展賞、特選、佳作、無鑑査奨励賞は、次のとおり
です。
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室
　☎ 23-7810、FAX21-3080

▶
市
展
賞
お
よ
び
第
48
回
滋
賀
県
芸
術
文
化

祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
日
本
画
部
門
・
牧

野
昌
代
さ
ん
の
「
Ｓ
ａ
ｕ
ｄ
ａ
ｄ
ｅ　

郷

愁
（
シ
マ
ハ
イ
エ
ナ
）」

芸術の秋を鮮やかに彩る

日本画部門
市展賞「Saudade　郷愁（ｼﾏﾊｲｴﾅ）」牧野　昌代
特選 「屋並み 」本田　充
特選 「青木」滝沢　千代子
特選 「ぜらにうむ」丸山　リツ子
佳作 「ポインセチア」長谷川　みよ
佳作 「街（夜明け前）」小島　充子
無鑑査奨励賞「休息」立江　惠美

洋画部門
市展賞 「ひとときの」加藤　みどり
特選 「少女はきづいている」村瀬　公代
特選 「満開」小林　淳二
特選 「刻」中野　裕子
特選 「琵琶を奏でる」古川　文雄
特選 「晩秋の蓮池」髙田　徳一
特選 「時の流れ」小林　知惠子
特選 「N さん 」川﨑みどり
佳作 「浅葱色の刻」長　豊子
佳作 「昼下りの路地」兒玉　照子
佳作 「みんなでお月見」田中　真理

彫刻部門
市展賞 「はじまり」貫名　可采
特選 「インディオ」一円　敏彦
佳作 「恐竜、水鳥の祖先」三浦　正夫
無鑑査奨励賞「LOVE」田中　亨

美術工芸部門
市展賞 「ハナミズキの下のキャンパス」古川　勇
特選 「黄金色にゆれる」北村　久美子
特選 「能面　翁」田口　実
特選 「彦根城　表御門」谷本　佳代子
佳作 「秋の濁流」安田　香代子
佳作 「葡萄とカタツムリ」中川　幸恵
佳作 「樋口可南子像」秋口　亭々
無鑑査奨励賞「私のハマクマノミ」伊藤　恵朗

書部門
市展賞「月くさ 」田中　利佳
特選 「露」橋本　洋子
特選 「清詩五首」佐野　美千子
特選 「江総詩」筒井　和彦
特選 「韓愈詩 」小林　由喜枝
佳作 「臨　張瑞図」田中　莉穂
佳作 「王漁洋詩」近藤　晄彦
佳作 「晶子のうた」田中　八重子
佳作 「七言対句」吉田　保
無鑑査奨励賞「近江百人一首」堤　笑子

写真部門
市展賞 「月照の白馬三山火球と星の軌跡 」塩谷　勉
特選 「光彩のアート」伊藤　治
特選 「黄金の夕映え」北川　剛
特選 「主役」平田　芳美
特選 「旧家の彩り」越智　重春
特選 「春陽」高村　利和
特選 「B787 キター ! ！」三竿　恵理子
特選 「曲芸師 」藤居　治行
特選 「絆」新谷　教子
佳作 「雪雲大接近」村田　朝男
佳作 「鉄は熱いうちに・・・・・」馬淵　捨次郎
佳作 「休憩」加納　久男
無鑑査奨励賞 「航跡波」石丸　孝

彦根市美術展覧会受賞作品
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古
来
よ
り
日
本
刀
の
刀と

う

工こ
う

に
は
、
著
名

な
人
物
が
数
多
く
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
、中
世
ま
で
に
活
躍
し
た
人
で
、近

世
以
降
の
刀
工
と
な
る
と
、
そ
の
知
名
度

は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
も
、

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
刀
工
と
し
て
、
広

く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
長な

が

曽そ

祢ね

虎こ

徹て
つ（

１
６

０
５
？
～
１
６
７
８
）
で
す
。

　

虎
徹
の
刀
剣
は
、
江
戸
時
代
か
ら
人
気

を
博
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
刀
剣
書
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
上
の
斬
れ

味
と
評
さ
れ
る
強
い
鉄
（
地じ

鉄が
ね

）
は
、
江
戸

時
代
に
活
躍
し
た
刀
工
の
中
で
も
、
抜
群

の
出
来
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

寛
政
11
年
（
１
７
９
９
）
に
若
林
東と

う

水す
い

が

著
し
た
『
新し

ん

刀と
う

問も
ん

答ど
う

』
と
い
う
刀
剣
の
解

説
書
で
は
、
虎
徹
の
鉄
を
こ
と
の
ほ
か
称

賛
し
て
い
ま
す
。

　

作
者
の
東
水
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
、

よ
く
分
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
本
書
で

東
水
は
、
刀
剣
に
対
し
武
器
と
し
て
の
本

質
、
つ
ま
り
鍛
錬
が
し
っ
か
り
な
さ
れ
た

地
鉄
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
優
れ
た
斬

れ
味
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
そ
の

代
表
的
な
刀
工
と
し
て
、
虎
徹
を
筆
頭
に

挙
げ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
虎
徹
が
活
躍
し
た
時
代
の

前
後
に
は
、
堀
川
国く

に

広ひ
ろ

、
野
田
繁は

ん

慶け
い

、
津
田

助す
け

広ひ
ろ

な
ど
の
名
工
が
お
り
、
東
水
は
、
国

広
な
ど
の
作
品
を
古
作
、
い
わ
ゆ
る
中
世

ま
で
の
刀
剣
と
比
べ
て
も
恥
ず
か
し
く
な

い
上
作
と
述
べ
つ
つ
も
、
そ
の
地
鉄
の
強

さ
で
は
虎
徹
に
及
ば
な
い
と
言
い
切
っ
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
虎
徹
の
地
鉄
が
持
つ

特
色
を
細
か
く
挙
げ
、
そ
の
強
さ
と
重
要

性
を
故
事
や
実
戦
な
ど
の
例
え
を
出
し
な

が
ら
記
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
虎
徹
の

刀
剣
を
「
希
代
の
上
作
業わ

ざ

物も
の

の
随
一
」
や

「
新
刀
第
一
の
業
物
」
と
絶
賛
し
、
地
鉄
の

強
さ
に
つ
い
て
は
新
刀
の
鍛
冶
数
百
工
の

頂
点
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
業
物
と
い
う
の
は
、
斬
れ
味
の

良
い
刀
剣
の
こ
と
を
指
し
、
江
戸
時
代
後

期
に
刊
行
さ
れ
た
刀
剣
書
の
中
で
、
虎
徹

は
最
高
位
の
斬
れ
味
を
持
つ
「
最さ

い

上じ
ょ
う

大お
お

業わ
ざ

物も
の

」
の
刀
工
に
列
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
東
水
は
、『
新
刀
問
答
』
で
地
鉄
の
様

子
を
表
現
あ
る
い
は
評
価
す
る
の
に
、
他
の

刀
剣
書
で
は
あ
ま
り
見
な
い
「
水
気
」
が
あ

る
と
い
う
特
徴
的
な
語
句
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
序
文
で
は
、「
地
鉄
強
く
、
鍛

き
た
え

詰

り
第
一
水
気
十
分
に
し
て
光
あ
る
鍛
を
よ

し
と
す
へ（

べ
）
し
大
業
物
な
り
」
と
述
べ
て
お

り
、
お
そ
ら
く
「
水
気
」
が
あ
っ
て
「
光

あ
る
」
鉄
と
い
う
の
は
、
地
鉄
に
し
っ
と

り
と
し
た
輝
き
を
持
つ
鉄
を
指
す
と
想
像

さ
れ
ま
す
。
他
に
も
東
水
は
、
最
上
の
地

鉄
の
色
は
「
黒
青
く
し
て
水
気
十
分
に
深

く
光
り
有
り
。
漆
に
て
塗
る
こ（

ご
）
と
し
」
と

表
現
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
よ
り
具
体
的
で
、

水
気
十
分
な
鉄
は
、
漆
の
よ
う
な
輝
き
を

持
つ
と
表
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
実
際
に
虎
徹
の
刀
剣
を
見
て
み
ま

し
ょ
う（
写
真
）。
こ
れ
は
寛
文
４
年（
１
６
６

４
）
頃
に
虎
徹
が
制
作
し
た
脇わ

き

指ざ
し

で
す
。
写

真
で
は
、
見
え
に
く
い
の
で
す
が
、
刀
身
に

光
を
当
て
る
と
、
地
の
部
分
は
一
面
に
細
か

い
鉄
の
粒
子
が
敷
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
き

ら
き
ら
と
複
雑
に
光
り
、
ま
さ
に
水
分
を
含

ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
、
深
く
潤
い
の
あ
る

表
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

刀
剣
の
鉄
の
色
を
表
現
す
る
の
は
、
な

か
な
か
に
難
し
い
の
で
す
が
、東
水
の
「
水

気
」
と
い
う
言
葉
は
、
虎
徹
の
鍛

き
た
え

肌は
だ

を
見

事
に
言
い
表
し
て
い
ま
す
。
刀
剣
の
解
説

に
は
、
専
門
的
な
用
語
を
使
う
こ
と
が
多

く
、
そ
れ
は
『
新
刀
問
答
』
も
同
じ
で
す
。

し
か
し
東
水
の
場
合
は
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
水
や
漆
な
ど
身
近
な
も
の
を
交
え

て
地
鉄
に
つ
い
て
述
べ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

金
属
の
色
を
表
す
の
に
水
や
水
気
と
い

う
表
現
を
用
い
る
の
は
、
少
し
不
思
議
な

印
象
も
受
け
ま
す
が
、
実
際
に
作
品
を
見

れ
ば
、
頷う

な
ず

け
ま
す
。
鉄
と
水
あ
る
い
は
漆

な
ど
、
一
見
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
を
結
び
つ

け
る
表
現
は
、
東
水
の
鋭
い
観
察
眼
と
連

想
の
賜た

ま

物も
の

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　
　

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

古
幡
昇
子
）

「
水
気
十
分
」
な
刀
剣

写
真
の
作
品
は
、
特
別
展
「
長
曽
祢
虎

徹
―
新
刀
随
一
の
匠
―
」
で
、
11
月
９

日
㈮
〜
同
25
日
㈰
に
展
示
し
ま
す
（
期

間
中
無
休
）。

第267回

◀︎
写
真
：
脇
指　

銘 

長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹
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チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。https://bunpla.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

【公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎未就学児が入場できない公演については、託児サービスがありま
　す。子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し込みくだ
　さい。

11月の休館日　5日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪

平成31年 3月2日㈯ 14：00　メッセホール

【11 月 25 日㈰  9:00 ～ 予約開始】
一般 :500 円､友の会 :450 円
高齢者･障がい者 100 円

ひこね市民大学講座 芸術学部

老いと演劇
～認知症の人と “いまここ” を共に楽しむ関わり～

自由

※未就学児はご入場いただけません。
※託児サービスがあります。（有料 /要予約）

【関連企画】
「老いと演劇のワークショップ」
※介護・演劇経験不問
※要事前申込

平成31年 3月10日㈰ 17：30　グランドホール

【11 月 17 日㈯  9:00 ～ 予約開始】
一般 :8,640 円

【11 月 10 日㈯  9:00 ～ 予約開始】
友の会 :8,640 円

森高千里「この街」TOUR 2019
指定

※４歳以上チケット必要。３歳以下無料（ただし保護者１名
に対し１名まで膝の上での鑑賞可。お席が必要な場合はチ
ケットをお買い求めください）。

同
日
開
催

　演劇で介護現場を楽しく豊
かにする活動を続け、NHK(E
テレ )「こころの時代」や「文
藝春秋」に取り上げられるな
ど、今注目の俳優で介護福祉
士の菅原直樹の講演会です。

講師：菅原直樹

　2019 年、森高千里
が日本全国、あなたの

「街」にお邪魔します。
　【「 こ の 街 」TOUR 
2019】1998 年以来の
全国ツアー！！
　みなさんぜひ遊びに
来て下さい！

▲能面　泥眼　
是閑吉満作

開館時間　８：30～17：00（入館は 16：30 まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

▶ギャラリートーク 　
　12月1日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
　事前申込：不要、場所：展示室1 

テ

　ー

　マ

　展

特

別

展

11月25日㈰まで

「長曽祢虎徹 －新刀随一の匠－」
　江戸時代前期の刀工・長曽祢虎徹。彼が制作した刀剣は、
切れ味が鋭く、よく締まった強い鉄 ( かね ) が高く評価され、
新刀随一の作とも称されました。虎徹あるいはその先祖の出
身は、近江国 ( おうみのくに ) 長曽根村（現・彦根市）といわれ
ています。本展では、彦根ゆかりの名工・長曽祢虎徹の作品
の数々を紹介し、その魅力に迫ります。

　彦根出身で近代を代表する書家、日下
部鳴鶴（1838-1922）。近年、当館が新
たに収蔵した鳴鶴作品をお披露目します。

11月29日㈭～12月24日(月・振)、
2019年1月1日(火・祝)～同8日㈫

「近代の書聖 日下部鳴鶴　　　　　　　　　
　　　　 －新出資料を中心に－」

観覧料が必要

な が そ ね こ て つ し ん と うず い い ち

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に展示を行って
います。

-常設展示の名品-

11月25日㈰まで

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

　主に生霊（いきりょう）の役
で用いられる、妖気（ようき）
ただよう表情をした若い女性
の面。「泥眼」の名は、眼に
金泥をさしていることに由来し
ます。是閑（ぜかん）は桃山
時代を代表する面打ちで、「天
下一」と号することを許され
ました。

■【休館日のお知らせ】11月28日㈬、12月25日㈫
　～同31日㈪
■11月26日㈪、同27日㈫、同29日㈭は展示替え
　のため一部閉室しています。

「能面 泥眼　是閑吉満作」
のう ぜい かんよし みつ さくめん でい がん

く さ か べ か くめ いしょ せ い

しん しゅつ

◀︎
五
言
詩
書
屛
風　

日
下
部
鳴
鶴
筆(

部
分)
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彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

消火器はリサイクルの対象になっています
一般のごみと同じように処分はできません！

住宅用火災警報器取付支援実施中！
（詳しくは 消防本部予防課までお問い合わせください）

　

こ
の
火
災
予
防
運
動
は
、
一
人

ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者

の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
火
の
取
り
扱
い
に
は

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

︿
３
つ
の
習
慣
﹀

①
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
火
を
消
す
。

︿
４
つ
の
対
策
﹀

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

④
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

消
防
団
に
よ
る「
家
庭
防
火
診
断
」

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
地
域

内
に
あ
る
住
宅
の
火
気
の
取
り
扱

い
状
況
な
ど
を
診
断
し
ま
す
。

出
火
の
危
険
性
な
ど
を
把
握
し

て
、
火
災
の
発
生
を
な
く
し
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

消
防
団
員
の
訪
問
に
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
す
る
と
き
は

慌
て
ず
落
ち
着
い
て

11
月
９
日
は
、
昭
和
62
年
か
ら

地
域
住
民
と
消
防
を
つ
な
ぐ
電
話

番
号
に
ち
な
ん
で
、「
１
１
９
番
の

日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
火
活
動
や
救
急
・
救
助
活
動

は
１
分
１
秒
を
争
う
時
間
と
の
勝

負
で
す
。
も
し
、
慌
て
て
場
所
な

ど
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、

災
害
現
場
へ
の
到
着
が
遅
れ
、
被

害
が
拡
大
し
大
惨
事
に
な
っ
た
り
、

助
か
る
は
ず
の
命
が
助
か
ら
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

正
し
い
通
報
が
、迅
速
・
的
確
な

消
防
活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
落

ち
着
い
て
通
報
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト 

１
１
９

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

聴
覚
や
音
声
言
語
機
能
に
障
害

が
あ
り
、
音
声
に
よ
る
１
１
９
番

通
報
が
困
難
な
人
を
対
象
に
運
用

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
文
字
対

話
で
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
、
音
声
を
使
わ
ず
に
簡
単
な
操

作
で
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
利
用
す
る
に
は
事
前
登
録
が
必

要
で
す
（
登
録
は
無
料
、
携
帯
電

話
の
通
信
料
な
ど
は
自
己
負
担
）。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
通

信
指
令
課
☎
22-

０
１
１
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
１
１
９
番

秋
季
火
災
予
防
運
動
　
11
月
９
日
㈮
～
同
15
日
㈭

「
忘
れ
て
な
い
？  

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に  

火
の
確
認
」

防火ポスターコンクール結果 
消防本部管内の小・中学生に、正しい火の取り扱いや住宅用火

災警報器の設置を推進する作品を募集し、次のとおり入賞作品を決
定しました。

▶︎彦根市消防長賞　
　安藤日

ひ

彩
いろ

さん ( 若葉小５年 )

▶︎彦根防火保安協会会長賞　
　小島康

こう

平
へい

さん ( 甲良中１年 )

▶︎金賞　
川瀬莉

り

乃
の

さん ( 城南小３年 )

野村一
い っ き

稀さん ( 若葉小５年 )

臼井陽
ひ

菜
な

さん ( 西中３年 )

▶︎銀賞
山本翔

しょう

大
た

さん ( 金城小１年 )

堀江夏
なつ

妃
き

さん ( 金城小４年 )

佐々木鴻
こう

さん ( 鳥居本中３年 )

矢吹碧
あお

梅
ば

さん ( 鳥居本中３年 )

▶︎銅賞
久米結

ゆ

月
づき

さん ( 金城小３年 )

村上夕
ゆう

介
すけ

さん ( 金城小６年 )

鉄尾和
なごみ

さん ( 中央中２年 )

土田美
み

央
お

さん ( 多賀中３年 )

播磨花
か の ん

音さん ( 中央中２年 )

▶
彦
根
市
消
防
長
賞
・
安
藤
日
彩
さ
ん
の
作
品
を
、
秋

の
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
し
ま
し
た
（
彦

根
防
火
保
安
協
会
会
長
賞
・
小
島
康
平
さ
ん
の
作
品

は
、
春
の
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
予
定
）。

＜「子ども 110番の家」設置の推進＞

「子ども 110 番の家」は、登下校時や
外出時の子どもに、万が一危険が迫っ
たときに逃げ込むことができ、保護し
てもらう家や施設のことです。子ども
の安全確保や犯罪の抑止に役立ってい
ます。

彦根市青少年育成市民会議では、11
月を「子ども 110 番の家」推進月間と
し、啓発活動や協力依頼を推進してい
ます。窓口は、各学区（地区）の青少年
育成協議会または彦根市青少年育成市
民会議事務局（ 子ども・若者課内）となっ
ていますのでお問い合わせください。
「子ども 110 番の家」設置に、皆さ

んのご理解とご協力をお願いします。

11月は子ども・若者育成支援強調月間です

◀︎
「
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
」
の
プ
レ
ー
ト
。

市
内
で
２
、０
１
７
件

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
9
月
30
日
現
在
）

＜豊かな心を育む家庭づくり
（家族ふれあいサンデー）＞

　青少年にとって、家庭での
会話は、人格を形成するうえ
で 基 礎 的 な 役割を果たしま
す。県では、 毎月第３日曜日
の「家庭の日」を「家族ふれ
あいサンデー」としています。
親子での対話やふれあいの中
で、家族の一員としての役割
意識や責任感を育てる機会に
しましょう。
▶豊かな心をはぐくむ家庭づく

り（家族ふれあいサンデー推進運
動）絵画・ポスター作品展

場所　 子どもセンター（日夏町）

展示フロア
期間　11 月 17 日㈯〜同 27

日㈫

＜有害環境の浄化活動＞

市内各駅に設置している白
ポストを中心に、露骨な性描写
や暴力的な内容の雑誌・書籍、
ビデオ・DVD など、青少年に
とって有害な図書などを回収
しています。

地域の子ど
もは

　　　地域
で守り育て

る！！

家族で会話してますか？
有害図書はポストで回収！ 安全安心に通学できるように…

問い合わせ先　 子ども・若者課☎ 49-2251、FAX26-1768

＜相談センター＆居場所＞

子ども・若者を取り巻く環境
が大きく変化する中、生きづら
さを抱える若者が一歩を踏み
出すために、子ども・若者総合
相談センターで相談を受け付
けたり、逓

てい

信
しん

サロンで居場所の
提供をしています。
▶彦根市子ども・若者総合相談

センター☎ 47-3001（月〜
金曜日の 9：00 〜 17：00）

▶逓信サロン☎20-9366(火・
木曜日の 11：00 〜 16：00)

子ども・若者に寄り添います

▶
昨
年
の
作
品
展

（
出
品
さ
れ
た

全
作
品
を
展

示
し
ま
す
）

　

低
炭
素
社
会
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
燃

費
良
く
自
動
車
に
乗

り
、
ま
た
状
況
に
応
じ

て
適
切
な
交
通
手
段

を
選
択
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、

環
境
に
優
し
い
だ
け

で
な
く
、
節
約
に
も
な

り
ま
す
。
ご
自
身
の
ド

ラ
イ
ブ
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

環
境
へ
の
影
響

　

自
動
車
が
排
出
す

る
ガ
ス
の
多
く
は
二

酸
化
炭
素
で
す
。
二
酸

化
炭
素
は
日
本
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
約
７

割
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　

基
本
的
な
運
転
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
は
省

エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

例
え
ば
、
急
発
進
を
や

め
て
ゆ
る
や
か
な
発
進

を
心
掛
け
た
り
、
急
停

止
や
加
減
速
を
減
ら
し

た
り
す
る
な
ど
、
簡
単

な
こ
と
で
ガ
ソ
リ
ン
や

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

削
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

低
燃
費
、
低
排
出
車
を

選
べ
ば
省
エ
ネ
に

　

自
動
車
の
平
均
新
車

燃
費
は
年
々
改
良
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
車
を
買

う
と
き
は
電
気
自
動
車

や
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ

ル
自
動
車
な
ど
の
次
世

代
自
動
車
を
積
極
的
に

選
ぶ
と
省
エ
ネ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
国
土
交
通

省
の
調
べ
で
は
、
平
成

27
年
に
販
売
さ
れ
た

新
車
は
平
成
23
年
に
販

売
さ
れ
た
も
の
と
比
べ

て
約
１
・
２
倍
も
燃
費

が
向
上
し
て
い
ま
す

（
※
）。

公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
よ
う

　

公
共
交
通
機
関
は
多

く
の
人
を
一
度
に
運
ぶ

た
め
、
一
人
あ
た
り
の

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

は
自
動
車
よ
り
も
少
な

く
、
環
境
に
や
さ
し
い

交
通
手
段
で
す
。
例
え

ば
１
人
が
自
動
車
で
１

km
移
動
す
る
と
き
に
排

出
す
る
二
酸
化
炭
素
量

は
、
同
じ
条
件
下
で
の

鉄
道
の
６
倍
、
バ
ス
の

２
・
５
倍
と
な
り
ま
す

(

※)

。

※
経
済
産
業
省
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
「
家
庭

の
省
エ
ネ
徹
底
ガ
イ

ド
」
参
照

問
い
合
わ
せ
先　

生

活
環
境
課
☎
30-

６

１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

低
炭
素
社
会
推
進
ト
ピ
ッ
ク
ス　
ー
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
よ
う 

ー
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

ぴ よ ぴ よ サ ロ ン

助産師を囲んで子育ての楽しさや悩みなど、何
でも気軽に話しましょう。
日時　11 月 28 日㈬
　　　10：00 〜 11：30（受付 9：45 〜 10：00）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある2〜3か月児とその

保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル（おくるみも可）

お産の進み方の話を聞いたり、陣痛をやわらげ
るマッサージや赤ちゃんのお世話などの体験がで
きます。
日時　11月25日㈰　9：30〜12：00
　　　（受付　9：15〜9：30）

場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠 24 週以降の夫

婦
定員　18 組（申込者多数の場合は、予定日が近い人、

第１子の人を優先します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
申込期間　11 月 1日㈭〜同14日㈬
申込方法　 健康推進課に電話か FAX でお申し

込みください（右下の QR コードからも申し込めま
す）。

その他　託児はありません。
※あぐらがかけるような服装、

またはひざ掛けをお持ちくだ
さい。

パ パ マ マ 学 級

 自分自身と赤ちゃんのために、歯科健診や正しい
ブラッシング指導、赤ちゃんの歯についての話を聞い
てみませんか。
日時　11月29日㈭
　　　13：30 〜 15：30（受付 13：15 〜 13：30）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある妊娠16週以降の妊婦
申込期間　11 月 1日㈭〜同14日㈬
申込方法　 健康推進課に電話か FAX でお申し込み

ください（右下の QR コードからも申し込めます）。
持ち物　母子健康手帳、手鏡、歯ブラ

シ、コップ、口ふきタオル
その他　託児はありません。

プ レ マ マ の 歯 科 相 談

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。

＜複十字シール運動とは？＞
結核予防事業を推進するため、全

国的に展開されている運動です。
結核がまん延している国に対して

国際協力を行うとともに、結核・肺
がん・COPD（慢性閉塞性肺疾患）を含
む胸部に関する疾患をなくし、健康
で明るい社会の実現のため、募金活
動が行われています。ご理解とご協
力をお願いします。
募金額　複十字シール・封筒組合せ　
　１組　200 円（封筒３枚・シール６枚入り）

申込期間　11月1日㈭〜 12月28日㈮
申込方法　申込場所の窓口で募金と引き換えに複十

字シールと封筒をお渡しします。

申込場所　 健康推進課（くすのきセンター 2 階）、

保険年金課（彦根駅西口仮庁舎 3 階）、 まちづくり
推進室（同）、 社会福祉課（福祉センター 2 階）、支
所・各出張所、各地区公民館、各老人福祉センター、
ひこね燦ぱれす（小泉町）、ひこね市文化プラザ（野
瀬町）、みずほ文化センター（田原町）、 子どもセ
ンター（日夏町）、 ふれあいの館（八坂町）

受付時間　各施設の開館・開所時間内

複十字シール運動に
ご協力ください

▲結核予防運動の
　シンボルマーク
　「複十字」
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

中
居
聖せ

い

明あ

ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

髙
橋 

洸こ
う

貴き

ち
ゃ
ん

（
古
沢
町
）

久
世
彩さ

や

楓か

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。

〜感染症予防のための免疫力アップ対策〜
インフルエンザなどから身を守るために、この

機会に日頃の食生活を見直してみませんか。
日時　12月3日㈪、同 21日㈮　
　いずれも 9：00 〜、10：30 〜
　〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄

養相談を受け付けています。

栄 養 相 談

乳がん検診
対象　市内に住民登録のある 40 歳以上の人（平成31年

3月31日現在）

受診期限　平成 31 年 3 月 30 日㈯
検診項目　
▶ 40〜49歳　問診、マンモグラフィ（2方向）

▶ 50歳以上　 問診、マンモグラフィ（1方向）

　

子宮頸がん検診
対象　市内に住民登録のある 20 歳以上の人（平成31年

3月31日現在）

受診期限　平成 31 年 3 月 30 日㈯
受診方法　検診料 500 円を持って、直接医療機関で

受診してください。

※乳がん・子宮頸がん検診は 2 年に１回の検診です。集
団検診を含めて、平成29年4月１日から平成30年3
月31日の間に、彦根市の乳がん・子宮頸がん検診を
受けた人は、今年度受診できません。ただし、がん検
診無料クーポン券対象者は受診できます。

※乳がん・子宮頸がん検診は、滋賀県内の医療機関でも
受診できます。詳しくは、彦根市ホームページをご覧
いただくか、 健康推進課へお問い合わせください。

※検診の結果は、受診した医療機関から直接はがきで届
きます。

乳がん・子宮頸がん検診(医療機関検診)

受診できる医療機関など詳し
くは、広報ひこね 5 月 15 日号と
同時に配布した「平成 30 年度彦
根市健康診査・がん検診のお知ら
せ」や彦根市ホームページをご覧
ください。

受診方法が変更になりました
①指定医療機関へ電話で予約する
②検診料 500 円を持って受診する

小
林
美み

鈴す
ず

ち
ゃ
ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

実施期間　11 月 30 日㈮まで
対象　市内に住民登録があり、次の要件
に該当する人（年齢は平成31年3月31日が
基準）

① 40、45、50、55、60 歳 の 人 で、
過去に市の肝炎ウイルス検診を受けて
いない人（対象者には、５月下旬に案内を
送付しています）

②①の年齢を除く 41 歳以上の人で、過
去に市の肝炎ウイルス検診を受けてい
ない人（検診の１週間前までに 健康推進
課へ電話か FAX で申し込んでください）

実施場所　市内の指定医療機関（検診の前
に医療機関に予約してください）

費用　①無料　② 1,000 円
注意事項　受診には、受診票が必要です。

必要な場合は 健康推進課にご連絡く
ださい。

次の対象の人で受診を希望する人は、
早めに受診しましょう。

肝炎ウイルス検診



発
行
：
彦
根
市

編
集
：
秘
書
広
報
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
4
0
9
号

（
平
成
3
0
年
1
1
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
2
,2
5
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
2
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね
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人口と世帯数
　　　　　　平成30年10 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

113,073 人    （＋ 57）
　 56,171 人    （＋ 47） 

56,902 人    （＋ 10）
47,770 世帯    （＋ 64）

#lovehikomikkeフォトキャンペーン開催！
なんかイイひこね ～彦根の「ここが好き」をシェアしよう！～

▶︎テーマ
　　写真の楽しさや誰かに写真を見てもらう楽し

さ、SNS映えする写真の撮り方を学び、彦根の
魅力が伝わる写真をSNSでシェアしよう！

▶︎内容　プロカメラマンによる講義や実際の撮影
フィールドワークを通して学ぶSNS写真講座。
講師は写真家・藤岡優介さん（藤岡優介写真事務所、
REPONE(amana)所属）。スマホ、デジカメ、一眼レ

フカメラ、いずれかのカメラ
をお持ちください。
▶︎日時　11月25日㈰
　①9：30〜12：00　　　
　②13：30〜16：00　

※参加は①か②のいずれか1回に限ります。
▶︎集合場所　
　彦根市役所中央町仮庁舎（中央町）３階会議室
▶︎対象　InstagramかFacebookのアカウント

を持つ市内在住、在学、在勤の15歳以上の人（中
学生以下の人は保護者同伴）

▶︎定員　①②各回25人（応募者多数の場合は抽選の
　上参加者を決定）

▶︎費用　無料（交通費などの実費は自己負担）

▶︎応募方法　彦根市ホームページの シティプロ
モーション推進課のページ　からご応募くださ
い（11月15日㈭まで）。

▶︎テーマ
　なんかイイひこね 
　〜彦根の「ここが好き」をシェアしよう！〜
　　彦根の風情あるまち並みや自然豊かな風景な

ど、「ラブヒコみっけ！」と言いたくなる、あなた
の好きな彦根の魅力がたくさんつまった写真を
募集します。

▶︎募集期間　11月1日㈭〜平成31年1月15日㈫
▶︎応募方法　ご自身のInstagramとFacebook

アカウントからご応募ください。
▶︎記念品　最優秀賞：商品券2万円分（1人）、優秀

賞：商品券1万円分（2人）、彦根市長賞：近江牛ギ
フト券１万円分（１人）、#lovehikomikke賞：イ
ンスタントカメラ（1人）、「いいね！」賞：スマホ
レンズ（10人）

フォトコンテスト

写 真 講 座

　InstagramとFacebookのアカウント「彦根市シティプ
ロモーション」で、フォトキャンペーンを実施します。

問い合わせ先　 シティプロモーション推進課
　☎30-6143、FAX23-1916

参加者募集中でござるよ〜

写 真 展
　フォトコンテストの入賞作品などの
写真展を、平成31年3月にビバシティ
彦根（竹ケ鼻町）センターモールで開催
します。
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※詳しい応募方法や参加条件などを、彦根市ホームページの
シティプロモーション推進課のページでご確認の上、お
申し込みください。


